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未解明な点： ＱＢＯ のどの要素が ＭＪＯ の対流活動の
活発化をもたらしているのか？ （因果関係は？） 予測可能性の差が存在するのか？
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 複雑モデル： 定量的予測； 高品質地球システムモデル
 中間モデル： メカニズム理解； パラメータ走査型実験用














































振幅 h0 を 0 m から 3000 m まで10通
りで与えて、100年積分を繰り返す
◎ 北極での気温の重ね書き： h0 ＝500m
の結果は、春先に突然昇温が起こる
南半球型で、1000m の結果は、冬季に
突然昇温が起こる北半球型
計算機性能の向上
 演算速度は70年で1014倍
以上 (最近は10年で約103倍)
 『世界で唯一』の結果
vs
『誰でも参加できる科学』
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